
 

 

 

 

 

 

 

    

教 頭 𡈽田 利康  

  

先日，校内を回っているときに，５年生が新出漢字の練習をし

ていました。書き順や音読み訓読みを一つ一つ丁寧に学んでいま

した。そのとき「複」という新出漢字の熟語に「複合語」が取り

上げられていました。子どもが一生懸命に練習する傍らで，私は，

「ねえ，複合語ってどういう意味？」とぽそりと尋ねました。私

の近くにいた子どもは，首を傾げるばかり。辞書を使って調べさせてもよかったのですが，大掛

かりにするつもりもなかったので，「例えば，『図書』と『委員』という二つの言葉が合体して，

『図書委員』という新しい言葉になること」と教えました。すると，ある子どもが「つまり，ピ

コ太郎だね」と話してきます。どういうことかと聞いてみると，「『アップル』と『ペン』が合体

して，『アポーペン』」と答えるのです。私は，「なるほど，その通り。すごいね」と言って教室

を後にしました。子どもの発想の柔軟さや面白さには，いつも驚かされます。この何が起るか分

からないドキドキ感が授業の楽しさであり，子どものつぶやきから授業を創っていくのが，私の

考えるよい授業像です。自分たちの言葉や感覚で理解することで学びが深まるからです。子ども

のつぶやきを授業に生かせるセンスを磨いていきたいものです。 

さて，様々な機会に，間もなく学校で教える内容「学習指導要領」が変わる話をしてきました。

およそ 10 年単位で時代流れに合わせて改訂されるものです。これまでにも小学校低学年の社会

科と理科が廃止されて「生活科」が誕生したり，教科書のない探究的な学習「総合的な学習の時

間」が誕生したりしてきました。今回の改訂の主なものとしては，小学校高学年の「外国語科（英

語）」や中学年の「外国語活動」の新設，そして，来年度から先行して実施される，教科化され

た「道徳」などが挙げられます。今，まさに職員研修等でその準備を進めているところです。 

その新学習指導要領でキーワードになっているのが，「主体的・対話的で深い学び」です。し

かし，このことが大切であるということは，100 年も前にアメリカの学者Ｊ.デューイが既に唱

えています。時代が変わり流行が変わっても，子どもにとって「主体的・対話的で深い学び」が

できる楽しい授業を，教師がワクワクしながら創ることが必要なのだと再確認しています。 

 １０月号  №3８５  

 

 

 

 

学校だより  平成 ２９年 １０月  ２日 

ホームページ http://futaba.shibata.ed.jp 

学校宛メール master@futaba.shibata.ed.jp 

 

 

mailto:学校宛メールmaster@futaba.shibata.ed.jp


 

  

 

当校ホームページ「学校たより」では，カラーで見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【初めてのマラソン記録会】                    【２年生も初めての農道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実りの田んぼを駆け抜ける】            【どの子も力の限りの頑張り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歩道まで来たら，あと少し】             【ＰＴＡ役員さんの御協力】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【二葉小代表が選手宣誓】             【全員で目指した美しいフォーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【練習で体得したリズム】              【４ｍ超えの大跳躍】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 ぼくは，親善陸上大会で 100mと 1500mとリレーで選手になりました。特に練習は，1500mとリレーを

がんばりました。1500mは長い距離なので，練習ではずっと走っていました。だから，一番疲れた種目で

す。当日は自己ベストを出せてよかったです。だけど，入賞できなくて残念です。 

 リレーの練習は，バトンパスをがんばりました。４人で１チームなので，ミスが出ないようにがんばり

ました。当日は，バトンを落とさなくてよかったです。これも入賞できなくて残念です。 

 最後になりますが，選手宣誓をやらせていただきました。緊張したけど，ちゃんと言えてよかったで

す。いろいろなことで指導してくださった先生方，ありがとうございました。  【特設陸上部主将】 

 陸上大会は，とてもいい思い出になりました。幅跳びでは自己ベストが出て，２位に入賞することがで

きました。100mも２位に入賞しました。そして，私が一番楽しみにしていたリレーでは，歴代記録を更

新して１位になることができました。練習では，最後まであきらめずにやってきたからだと思います。あ

と，指導してくれた先生方のおかげだと思います。幅跳びを教えてくださった小柳先生，川崎先生，増子

先生は，走り方，踏み切り方などいっぱい教えてくれました。よかったときなどに，ほめてくれてうれし

かったです。100mとリレーでは，教頭先生やいろんな先生方が教えてくれました。100mでは，クラウチ

ングスタートやきれいな走り方，リレーでは，バトンパス，私たちが知らなかったことを分かりやすく教

えてくれたおかげで，いい成績が残せました。いつも応援してくれた先生方，友達，おうちの方々がいて

くれてとてもよかったです。これからもあきらめずに，いろんなことに挑戦しようと思いました。 

【６年女児】 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち 行 事 等 

10/ 2(月) 全校朝会（マラソン表彰他） 

10/ 5(木) 
就学時健診（授業４限まで） 

本丸中職場体験（～６日） 

10/ 6(金) 全校朝会（校長講話） 

10/10(火) 登校指導(教職員，ＰＴＡ保健安全部) 

10/15(日) 
二葉フェスティバル（16日振替休業） 
ＰＴＡ会計中間監査（学年正副委員長） 
二葉ネット会議（16:00～16:45） 

10/17(火) 
教育実習（～30日：所属２の１） 

全校絵画鑑賞会 

10/18(水) 
本丸中学校区社会性育成挨拶運動 
（朝，本丸中学校生徒が玄関前で挨拶） 

10/25(水) 歯科健診 

10/30(月) スマイルライフ集会 

11/ 1(水) 
全校朝会 

市内小学校研修のため給食後下校 

11/ 6(月) 登校指導(教職員，ＰＴＡ保健安全部) 

11/ 7(火) 音楽交歓会（午後）※４年生 

11/10(金) 市内小学校研修のため給食後下校 

11/12(日) 
「いのち」の参観日，地域一斉避難訓練 
ＰＴＡ広報部会 

11/14(火) 七葉小道徳研究会参加のため給食後下校 

11/22(水) 縦割り班集会 

11/24(金) 校内授業研究（５限後下校） 

11/27(月) 希望懇談会（～29日）給食後下校 

11/30(木) ＰＴＡ広報部会 

12/ 4(月) 
全校朝会 

登校指導(教職員，ＰＴＡ保健安全部) 

12/ 6(水) ＰＴＡ評議員会（15:30～） 

12/20(水) 給食最終日 

12/21(木) 授業３限まで，地域子ども会 

12/22(金) ２学期終業式 

学習発表あり，親子防災教室あり，

バザーありと，二葉フェスティバル

ではゆっくりと絵画を鑑賞する時間

がありません。全校の絵画を鑑賞し，

お互いの頑張りや良い点を認める時

間を確保します。保護者や地域の皆

様には，二葉フェスティバル当日に，

子どもたち賞賛のお声掛けいただき

たいと思います。 

今年の４年生は，１学期の終わりに

学年全体で話し合い， 

合唱『すてきな一歩』  

合奏『ハナミズキ』   

を演奏することにしました。今年は，

保護者ボランティアを招いて，例年以

上に本格的な練習を行っています。二

葉フェスティバルでは，中間発表とし

て演奏を披露します。 

以下のような対応を原則とし，ミサイル発射時の子どもの安全・安心を確保し

たいと考えて指導しました。家庭や地域でも子どもへの安全指導をお願いします。 

１ 児童在校時 
・ミサイル発射後，教務室にある防災無線，あるいはスマートフォンのエリアメー
ルで，「Ｊアラート」による情報伝達が行われる。教務室にいる職員は，直ちにテ
レビ等のメディアから情報収集に当たる。 

・校内一斉放送により，最新情報を職員と子どもに伝達し，安全確保を行う。 
２ 登下校時 
・緊急事態に気付いた大人の指示に従う。（皆様から積極的にお声掛けください） 
・近くの建物に避難する。建物がない場合は物陰に身を隠すか，地面に伏せて 
頭部を守る。 

３ 各家庭において 
 ・窓から離れることを念頭に置き，家族で話し合った家屋の中での安全な場所で 

頭部を守る。 

地震や火災等の災害も含め，臨機応変に身を守る力をつけさせたいと考えます。 


